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液 捧金属の密度をβ,音速を V とすると断熱圧縮率 βは

pv2

であ らわせ られ るが,それでは実験的にはどの程度の梓度で軌定しうるか,普

たどの位の精度で測ればデータとして価値があるか,この よう･覆て､ことが この小

論CI､目的であるO

われわれは密度については比重びん法を,音速にづいてはパ/レス干渉法を用

いて,主に 500℃以下の低融点金展について精密に測定したC密度は内容稀

2-5cc程度の透明石英象の ピクノメノータ-を搾9,まず錫について精密測

定を行在ったoその結果今まで発表されたデータと0.05-0._1感の誤差内で

700'C位まで十分測定しうる. 次に鉄について も行ない,これ も0.1留の範

囲内で 1100℃位まで勘定しうることが分った ｡ この方経の特徴は測定法及

び装態が簡単で,精度の高いデータがえ られることであるが,欠点は一度にあ

る温度で一回 きり熟れ ないことで,合金液 体のようを場合には多 くの努 力を必

蚤 とすることである｡ 次に音速 軌 定であるが,今までに水銀,鋸か ら始 まって
＼

級 ,鍋 ,鉄にlhた るまで,多 くのデータが発表されて きた o Lかしそれ等の値

をよ く吟味 してみ ると,甚だ心 もとない点が多いOそ もそ も音速を測るとき,

どの精度で測れば データとして価値があるか とい うと,まず 0.5歯程度の精度

が望ましく,態 くとも1庵以内ではないか と考え られる｡それは何政 か とい う･

と圧鮎率でよ く問題になることに,合金液 体CI成分比による音速変化の直線性

か らのズV とい うことがあるC このときのズVは大きくとも5藤位が限度であ

ち . 精度 として要求されるのはこの 5分の 1,約 1歯位である.圧艶率が 1藤

以内の精度で蜘愛されること牽要求され ると,音速は二乗できいて くるか ら･

0.5藤巻度の精度は必要とい うことになる. こういう点か ら今まで発表された

,デ ー タを まとめてみるとまことに怪 しく覆るO われわれはこの点かち今 まで発
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表された液 体金属の音速データを再吟味するために,精度測定を行なっている

が,この うち錫 ,蘇,カ ドミユ-ムについての鮭巣を報告してみ るC

まず勉であるが,今まで発表されたデータで信蘇度が高い と思われるものは

次の通 りである｡

2460m/古ec Poloもsky

2464.士4 GordOn

2475 Mcsk土m土n

これか ら分 る通 り鯵は安定して容易に音速が頚と魔 しうる金属であ り,まず殆

ど確定した値 と苦 っていいであろう｡

次に鉛 ,カドミユ-ムであるが,これには多 くの問匙があるoます鮎である

那,これは非常に測 り麹ho今まで発表されたデータは次の通 りである｡

1840Ⅱ/S.ec Polotsky

177(i± 4 GordOn

Gordon と Polotskyのデータはその方法夜どをよく誠べてみ_･ると精度の

高い ものと考え られるか,鉛では全 く一致 していない o 実に 64m/古ec,4藤

近い誤差がでているo これが鉾では 4m/sec,0･2藤の差であるOこ0/1原因は

どこにあるか分 らないが,鉛は血走 し難 く安定 したデータがでに くh o.それ故

Gordonが錫 も鉛 も殆 ど同じ精度でデータをだしているのは誤 りで濠いかと畢

うOわれわれの勘定では鉛は錫の 2倍から5倍誤差が大きh o われわれの軌軍

は 1820± 10m/secで PolotLqkyの値に近ho

カドミュームについては次の通 りである.

f:iTI-= ~∴ -:二二∴ -:

重

カ ドミユ｢ムについては ･Gordonのデータはないが ,カ ドミュームは鉛は

-426-



恢棒金厨の密度,音速,圧縮率脚定の閑静点

どでは夜いが,錫 より勘定は難 しい.ここで Polotsky と Stephens等 との

差は 54Ⅱ/see,弓鋸 二近い差である｡ これの一致 も全 くよく希いo われ われ

の紙 幣夜測新 二よると2240土 8nl/secで･また もや Poloもskyの方に近い

値がえ られた. このよ うに鉛 ,カ ドミi-ムのようなど く普通の単 体液 体金属

の音速が融 点近 くでさえ一致 し妄いで,間置が多い釘で,より高融点の金庫液

捗の音速や音速の温度係数の決定などは更に難 しく怒ることが予想され るO
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16.最大抱圧接による密度測定の実伊は 問題点
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§1 は じ め に

高温度 (約 1080℃以上)で液体金属あるいは合金の密度を測定する方法と

して,最大泡圧注,レビティジョン法,ア/レキメデス法などが考え られ るが,

著者 らは比鮫的簡単に行覆える最大泡圧接を用tv,て短度の測定を試み斉 o

§2 勘定上の間藤点

最大泡圧接の蜘安原聾を簡単に述べ ると.測定される圧力は静液圧に よる項

と,液 陸の表敢張力による現の和であJh,後者の項は漫潰深さによって変化 し

ないと考え,二つの異なった艶潰深さにおける圧力を測定 し,その圧力差を求

めることによって ,野庭を求めるというものである.測定される圧力そのもの

はマノメータとカセ トメータに より精確に掛定で きる｡したが って間藤になる

のは, 日表面張力による項が漫昏潔 さに よって変化し覆いかどうか, i!)吹管
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